微分の導入
(1)　平均変化率　
まずは中学の関数の復習から。

一次関数の式はy＝ax＋bで、aが傾き、bが切片でした。

さらに、aは変化の割合を表していて、変化の割合＝
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でしたね。

今日は、この変化の割合を他の関数へと応用する話です。

そして、せっかくなので、もっとカッコいい言葉で言い換えてみよう、ということで新しく、


平均変化率（＝変化の割合）

という名前で呼ぶことにします。
平均変化率と変化の割合は全く同じことを表しています。

中３で習った２次関数で確認しておきます。

例えば「y＝x2で、xが1から4まで変化したときの変化の割合を求めよ。」

この例題では、下のような表を書きました。
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変化の割合＝
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＝5　(答)
これを、高校生らしく文字を使って公式っぽくしてみると、

[image: image17.wmf]h

a

f

h

a

f

)

(

)

(

-

+


となります。

中学と全く同じことなので、別にこれは覚えなくてもOKです。

ただし、図形的な意味は確認する必要があります。

平均変化率とは「2点A(a、f(a))、B(b、f(b))を通る直線の傾き」のことです。
ここで、f(a)という書き方について確認です。

f(a)というのはf(x)の式にx＝aを代入したもののことでしたよね。
例えばf(x)＝2x－4の場合、f(5)＝2×5－4＝6ということです。

(2)　微分係数　
　平均変化率だけだと、中学生の数学から進歩せずつまらないので、
新しいことも取り入れることにします。

平均変化率は2点がないと計算できませんでした。

これを、1点だけで傾きを求められたらいいなと思いますよね。
1点だけの傾きっていうのは、接線の傾きのことです。

この接線の傾きのことを、新しく「微分係数」と呼ぶことにします。
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理科Aや物理で言うと、

「平均変化率」＝「平均の速さ」

「微分係数」＝「瞬間の速さ」

です。
曲線上のある1点を決めたら、そこで接する接線の傾きがわかります。

さきほどの平均変化率の計算をちょっと変形するだけでできてしまいます。

変形する前に、使用するアルファベットをちょっと変更しておきます。

aとbとの差をhとすると、b＝a＋hとなり、図中の記号も変更しておきます。


　この右の新しい図で、xの増加量はhなので、


となります。

ここで、点Aは固定したまま、点Bを限りなく
(できる限り)Aに近づけていくと、

直線ABの傾きは接線の傾きとほぼ同じになります。

ここで、新しい記号です。

限りなく近づけることを数学ではlimitの略で
limと書きます。

limと書くけど、リミットと読みます。

[image: image4.wmf])

5

3

(

lim

1

-

®

x

x

とは(3x－5)の式でxをできる限り1に近づけるという意味なので、
x＝約1、つまりx＝1を代入すればOKです。
いつでも、代入していいかというと、代入してはいけない例があります。
分母が0になってしまうときは代入してはいけません。

数学の世界では分母が0になることは禁止だからです。

たとえば、
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の式にx＝を代入してしまうと
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＝0　？？　となってしまいます。

正しくは
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＝0+3＝3(答)　となります。
分母のxは約分で消すのがポイントです。
また、x＝0を代入する瞬間にlimが消えるので、

代入するまではメンドウでもlimを書いてください。

このlimを使って接線の傾きつまり微分係数を表してみます。

動く点Bを固定した点Aに限りなく近づけるというのは、

hを0に近づけることなので、平均変化率(2)の式の先頭にlimをつければＯＫです。

この式のことを定義と呼びます。
このあとで、微分係数の他の求め方を説明しますが、

「定義により微分係数を求めよ」と言われたらこの式を必ず使って下さい。

これだけではわかった気がしないと思うので例題をひとつ。

例題　f(x)＝x2＋4xで、x座標が1の点における微分係数を求めよ。

もちろん定義の式を利用して計算します。

x＝1における微分係数

＝
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＝6　(答)

こんな式がスラスラ計算できるようになると、頭がよさそうに見えますよね。

何度も練習すると実際に頭がよくなります。騙されたとおもっていろいろ練習してみてください。

関数y＝f(x)で、xがaからbまで変化するとき


平均変化率＝� EMBED Equation.3  ���
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平均変化率(その2)＝� EMBED Equation.3  ���











(定義)　 x＝aにおける微分係数＝� EMBED Equation.3  ���
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・平均変化率　＝　2点間の傾き


・微分係数　　＝　接線の傾き
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